
傘
寿

41
回
生

佐
竹
真
一

昨
年
6
月
、
エ
ジ
プ
ト
観
光
省
顧
問
と
し
て
J
I
C
A

か
ら
派
遣
さ
れ
カ
イ
ロ
に
着
任
し
た
時
、
「dirty,

dus
ty,
noisy,

crowded

」
、
こ
の
4
つ
の
単
語
が
、
最
初

に
頭
に
こ
び
り
付
い
た
。
首
都
が
こ
ん
な
第
一
印
象
で
は
、

観
光
開
発
の
道
程
は
険
し
い
、
二
○
一
七
年
ま
で
に
外
国

人
訪
問
者
数
を
二
七
○
○
万
人
に
す
る
と
言
う
国
家
目
標

な
ど
夢
の
ま
た
夢
、
え
ら
い
所
に
来
て
し
ま
っ
た
、
と
褌

を
締
め
直
し
た
も
の
だ
っ
た
。

焦
り
が
ち
な
自
分
に
、
任
期
は
2
年
、
七
○
○
○
年
の

歴
史
か
ら
見
る
と
ほ
ん
の
三
千
分
の
一
、
誤
差
の
範
囲
だ

と
言
い
聞
か
せ
、
周
り
を
じ
っ
く
り
見
渡
す
よ
う
に
し
た
。

し
か
し
、
時
間
が
経
過
し
て
も
、
折
に
触
れ
て
こ
の
4
つ

の
単
語
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
政
府
の
要
人
達
に
会
い
、

第
一
印
象
に
触
れ
る
時
、
必
ず
微
笑
み
を
保
っ
て
、
こ
の

順
序
の
ま
ま
話
し
て
き
た
。
世
界
的
な
歴
史
遺
産
や
紅
海

沿
岸
の
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
足

元
の
手
入
れ
を
怠
り
、
利
己
的
な
行
動
を
放
置
し
て
い
て

は
、
バ
ラ
色
の
未
来
は
な
い
、
多
く
の
エ
ジ
プ
ト
人
に
も

見
え
る
対
策
が
必
要
だ
、
と
機
会
あ
る
毎
に
説
い
て
き
た
。

こ
の
1
年
の
間
に
、
カ
イ
ロ
市
内
で
毎
朝
清
掃
さ
れ
る
範

囲
が
、
ゆ
っ
く
り
な
が
ら
着
実
に
広
が
り
、
見
違
え
る
程

ゴ
ミ
の
な
い
道
路
が
増
え
、
ナ
イ
ル
川
べ
り
の
景
観
整
備

も
進
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
異
骨
相
の
せ
い
も
あ
る
か
な
？

と
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
負
し
て
い
る
。

母
校
は
、
ま
だ
「
僅
か
」
80
年
の
歴
史
だ
が
、
こ
の
4

つ
の
単
語
が
も
う
当
て
嵌
ま
り
始
め
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
？
「
チ
リ
一
つ
な
い
ボ
ロ
校
舎
」
を
誇
っ
た
伝
統
は
、

脈
々
と
し
て
流
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
人
間
な
ら
傘
寿
と

い
う
誠
に
御
目
出
度
い
節
目
を
、
到
達
点
で
は
な
く
中
継

点
と
し
て
、
21
世
紀
に
高
々
と
帆
を
上
げ
、
船
出
し
て
欲

し
い
も
の
だ
。
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平
成
12
年
11
月
16
日
（
木
）
、

1177
日
（
金
）
の
両
日
、
土
佐
中
高

等等
学
校
八
十
周
年
記
念
式
典
が
盛

大大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

[

記
念
講
演]

土土
佐
高
生
及
び
中
学
3
年
生
対
象

1111
月
16
日
（
木
）
13:

00
〜

土土
佐
高
講
堂

講講
師
岡
村
甫
（
32
回
生
）

演演
題
「
夢
・
努
力
・
才
能
・
運
」

岡
村
先
輩
に
よ
る
「
夢
・
努
力力

・
才
能
・
運
」
の
演
題
に
よ
る
講講

演
が
行
わ
れ
た
。
熱
気
が
舞
台
かか

ら
吹
き
寄
せ
る
よ
う
で
も
あ
り
、、

体
育
館
が
春
風
に
包
ま
れ
る
よ
うう

で
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
9900

分
の
「
講
義
」
で
し
た
。
そ
の
後後

質
問
の
時
間
を
、
15
秒
で
切
り
にに

掛
か
っ
た
司
会
者
を
押
し
と
ど
めめ
、、

質
問
が
な
け
れ
ば
、
此
処
か
ら
降降

り
ら
れ
な
い
、
と
イ
ゴ
ッ
ソ
ウ
ぶぶ

り
を
発
揮
さ
れ
、
こ
れ
に
誘
わ
れれ

て
、
生
徒
か
ら
手
が
上
が
る
。
や
っっ

と
、
土
佐
高
ら
し
く
な
っ
て
、
遣遣

り
取
り
が
噛
み
合
っ
て
行
き
ま
しし

た
。

[

記
念
式
典]

11
月
17
日
（
金
）
10:

00
〜

土
佐
高
講
堂

式
典
は
、
簡
潔
に
し
て
、
要
点

を
押
さ
え
た
進
行
ぶ
り
。
校
歌
を

歌
い
終
っ
た
の
が
午
前
11
時
。
宇

田
理
事
長
が
、
式
辞
に
て
、
「
百

周
年
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、
理
事
会
直
属
の

実
行
委
員
会
を
作
っ
て
、
こ
の
実

現
に
万
全
を
期
す
。
こ
の
時
に
、

此
処
に
出
席
す
る
多
く
は
、
こ
の

世
を
去
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
生

徒
諸
君
は
、
是
非
、
引
き
継
い
で

い
っ
て
欲
し
い
。
」
旨
、
言
明
。

[

祝
賀
会]

11
月
17
日
（
金
）
17:

00
〜

高
知
新
阪
急
ホ
テ
ル

( 2 )

母
校
八
十
周
年
記
念
行
事
執
り
行
わ
れ
る

速
報



事事
務
局
長

鶴
和
千
秋
（
41
回
生
）

あ
と
一
歩
、
ほ
と
ん
ど
掴
み
か

けけ
た
甲
子
園
。
母
校
野
球
部
の
健

闘闘
に
全
国
の
同
窓
が
手
に
汗
握
っ

たた
夏
も
遠
い
日
の
夢
の
よ
う
で
す
。。

イ
ラ
レ
の
事
務
局
は
、
県
予
選

のの
準
決
勝
に
進
出
し
た
頃
か
ら
、

寄寄
付
金
集
め
や
甲
子
園
応
援
ツ
ア
ー

のの
準
備
に
取
り
か
か
り
、
全
国
の

同同
窓
に
各
地
の
代
表
校
の
ビ
デ
オ

テテ
ー
プ
を
頼
ん
だ
り
し
た
の
で
す

がが
・
・
・
。
「
決
ま
る
前
か
ら
余

計計
な
こ
と
す
る
き
イ
カ
ン
、
事
務

局局
が
A
級
戦
犯
じ
ゃ
」
と
き
つ
い

おお
叱
り
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。。

そ
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
8
月

55
日
同
窓
会
本
部
総
会
が
開
か
れ
、、

関関
東
支
部
か
ら
は
宮
地
支
部
長
、

市市
川
幹
事
長
、
佐
々
木
副
幹
事
長
、、

溝溝
渕
顧
問
等
が
帰
高
、
前
夜
の
岡

内内
幹
事
長
の
高
知
銀
行
頭
取
就
任

をを
祝
う
会
か
ら
、
本
番
の
総
会
、

懇懇
親
会
ま
で
、
今
年
も
関
東
支
部

のの
存
在
感
を
存
分
に
発
揮
し
て
く

れれ
ま
し
た
。

平
成
13
年
の
関
東
支
部
総
会
は

66
月
2
日
（
土
）
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

クク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行行
わ
れ
ま
す
。
定
例
の
幹
事
会
は

2
月
24
日
（
土
）
に
行
い
ま
す
。。

総
会
へ
の
注
文
、
記
念
講
演
の
希希

望
、
そ
の
他
関
東
支
部
へ
の
ご
要要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
年
幹
事事

又
は
事
務
局
へ
お
寄
せ
下
さ
い
。。

支
部
名
簿
発
刊
に
向
け
て

大
石
和
男
（
40
回
生
））

来
年
、
21
世
紀
最
初
の
記
念
すす

べ
き
年
に
、
関
東
支
部
名
簿
を
発発

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ここ

の
た
め
、
今
回
訂
正
用
カ
ー
ド
をを

同
封
し
ま
し
た
。
本
部
発
行
の
8800

周
年
名
簿
と
見
較
べ
、
変
更
の
あ
っっ

た
方
は
必
ず
ご
返
送
下
さ
い
。

名
簿
デ
ー
タ
の
更
新
は
、
自
己己

申
告
が
原
則
で
す
。
こ
の
外
、
友友

人
や
学
年
幹
事
の
連
絡
を
頼
り
にに
、

日
々
更
新
を
続
け
て
お
り
ま
す
。。

神
様
が
い
つ
も
見
守
っ
て
い
て
、、

更
新
を
指
示
し
て
い
る
な
ど
と
、、

自
己
中
心
的
発
想
を
し
な
い
で
下下

さ
い
。
飽
く
ま
で
、
草
の
根
の
運運

動
で
す
。

最
近
、
名
簿
を
売
り
買
い
し
てて
、

商
売
に
利
用
す
る
心
無
い
人
達
をを

見
か
け
ま
す
。
か
と
言
っ
て
、
名名

簿
を
発
行
し
な
い
と
、
同
窓
生
間間

の
交
流
の
絆
が
断
た
れ
て
し
ま
いい

ま
す
。
名
簿
は
同
窓
会
の
命
で
すす
。

お
互
い
交
流
を
広
め
、
親
睦
を
深深

め
る
た
め
に
、
ご
活
用
下
さ
い
。。

ま
た
、
同
期
会
を
開
く
時
な
ど

に
、
最
新
の
情
報
を
提
供
で
き
ま

す
。
同
期
会
は
、
新
し
い
情
報
を

得
る
絶
好
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

事
務
局
へ
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

お
願
い
し
ま
す
。
左
記
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

oishi@thu.ac.jp

名
簿
は
、
財
政
的
制
約
か
ら
、

3
年
に
1
回
の
発
行
で
す
。
98
年

版
の
時
は
、
編
集
と
印
刷
で
百
三

十
万
円
、
発
送
費
で
八
十
五
万
円
、

計
二
百
十
五
万
円
掛
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
七
百
名
分
の
年
会
費
に
相

当
し
ま
す
。
今
ま
で
の
会
員
数
は

二
千
六
百
名
。
会
費
を
お
納
め
下

さ
っ
た
方
は
約
八
百
人
。
一
年
分

の
会
費
が
全
て
名
簿
に
注
ぎ
込
ま

れ
た
勘
定
で
す
。
次
回
の
会
員
数

は
約
三
千
五
百
名
。
発
送
費
だ
け

で
も
百
十
五
万
円
に
増
え
ま
す
。

大
変
な
事
に
な
り
そ
う
で
す
。
社

会
人
の
皆
様
、
年
会
費
納
入
に
ご

協
力
下
さ
い
。

最
近
は
電
子
メ
ー
ル
が
便
利
で
、

こ
れ
を
通
じ
て
入
会
、
更
新
を
し

て
く
る
人
も
増
え
ま
し
た
。
た
だ
、

悪
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
回
の
名
簿
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
載
せ
る
か
ど
う
か
、
検
討
中
で

す
。以

下
は
、
本
部
へ
の
愚
痴
で
す
。

軽
く
お
聞
き
流
し
を
…
。

5
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
本
部

か
ら
名
簿
が
発
行
さ
れ
た
。
デ
ー

タ
が
新
し
い
も
の
と
信
じ
た
筆
者

は
、
支
部
名
簿
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
上
書
き
し
、
数
十
人
の
デ
ー
タ

を
失
っ
た
。
以
来
、
本
部
名
簿
を

信
用
し
て
い
な
い
。

と
は
言
え
、
多
大
な
金
と
本
部

の
威
信
を
か
け
た
名
簿
で
あ
る
。

無
視
は
で
き
な
い
。
通
勤
電
車
の

中
、
今
回
の
80
周
年
名
簿
を
1
頁

1
頁
丹
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
た
。

こ
の
3
月
、
土
佐
高
か
ら
要
請
を

受
け
関
東
支
部
の
最
新
デ
ー
タ
を

送
っ
た
筈
で
あ
る
。
5
年
前
と
同

じ
こ
と
、
全
く
活
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
2
年
前
に
作
っ
た
支
部

名
簿
か
ら
の
転
用
も
目
立
つ
。
デ
ー

タ
が
古
く
、
す
ぐ
分
か
る
。

80
周
年
名
簿
と
付
き
合
わ
せ
る

と
、
関
東
支
部
へ
の
未
登
録
者
は

九
百
五
十
八
名
に
も
上
る
。
現
在
、

一
人
一
人
に
会
員
番
号
を
割
り
当

て
、
打
ち
込
み
を
行
っ
て
い
る
。

30
回
生
ま
で
は
流
石
に
未
登
録
者

が
少
な
い
。
30
、
40
回
代
で
は
、

番
号
を
打
ち
込
む
と｢

重
複
し
て

い
ま
す｣

と
表
示
さ
れ
る
。
既
に

登
録
済
み
。
支
部
名
簿
へ
の
更
新

が
小
ま
め
に
行
わ
れ
て
い
る
証
拠

で
あ
る
。
少
し
嬉
し
く
な
る
。
50
、

60
回
代
は
未
登
録
者
が
多
い
。
か

な
り
の
数
、
会
員
が
増
え
そ
う
で

あ
る
。
70
回
以
降
、
学
生
の
住
所

は
ほ
と
ん
ど
親
元
に
な
っ
て
い
る
。

深
い
配
慮
か
ら
か
、
単
な
る
手
抜抜

き
な
の
か
。

13

秦

親
憲
H
9-

7-

2

18

山
崎

栄
龍
H
9-

3-

17

28
K
田
井

淳
夫
H
9-

12-

3

33
S
安
岡

健
二
郎

35
O
岡
林

邦
夫
H
12-

2

37
O
山
本

晴
茂
H
11-

3-

11

38
K
須
藤

睦
雄
H
12-

5-

22

43
S
西
本

澄
夫
H
11-

9-

26

45
K
戸
田

雄
幸
H
12-

3-

12

46
O
山
本

賢
治

（
大
分
以
前
に
お
亡
く
な
り
に
なな

ら
れ
た
方
で
今
回
新
た
に
判
明
しし

た
ご
逝
去
者
も
含
み
ま
す
）

学
校
長

森
田
幸
雄

立
冬
も
過
ぎ
南
国
土
佐
で
も
ささ

す
が
に
冷
気
が
漲
り
始
め
ま
し
た
。。

関
東
支
部
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
すす

ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
心
か
ら
おお

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
2
学
期
も
既
に
半
ば
を
過過

ぎ
ま
し
た
が
、
教
育
諸
活
動
も
現現

在
ま
で
順
調
に
進
行
中
で
あ
り
まま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
輩
諸
兄兄

姉
の
絶
え
ざ
る
ご
激
励
の
賜
物
とと

存
じ
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。。

( 3 )

関
東
支
部
活
動
報
告

名名名名
簿簿簿簿
事事事事
務務務務
局局局局
よよよよ
りりりり

おおおお
悔悔悔悔
やややや
みみみみ
申申申申
しししし
上上上上
げげげげ
まままま
す

母

校

だ

よ

り



2
学
期
最
大
の
行
事
で
あ
る
第

53
回
中
高
合
同
の
大
運
動
会
も
、

1
日
延
期
を
み
た
の
み
で
9
月
24

日
生
徒
実
行
委
員
会
の
努
力
で
盛

大
か
つ
整
然
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
運
動
会
的
行
事
が
衰

微
し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
中
で
、

本
校
の
運
動
会
は
ま
す
ま
す
意
気

軒
昂
た
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は

わ
が
校
の
誇
る
べ
き
伝
統
的
教
育

財
産
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

先
輩
各
位
に
は
機
会
あ
れ
ば
是
非

ご
来
場
ご
参
加
を
頂
き
ご
激
励
を

賜
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
先
日
上
京
の
折
、
羽

田
空
港
は
往
復
と
も
中
・
高
生
諸

君
で
大
混
雑
で
し
た
。
修
学
旅
行

の
最
盛
期
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
本
校
も
来
年
1
月
中
旬

高
1
生
の
修
学
旅
行
（
集
団
研
修
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
従
来
型

を
見
直
し
、
越
後
湯
沢
で
の
ス
キ
ー

に
加
え
東
京
で
の
コ
ー
ス
別
研
修

（
例
え
ば
企
業
訪
問
や
大
学
見
学

等
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
生

徒
諸
君
の
自
主
的
な
研
修
を
通
し

て
文
武
両
道
に
も
叶
う
、
一
味
違
っ

た
集
団
研
修
的
行
事
に
育
っ
て
欲

し
い
と
希
っ
て
い
ま
す
。
首
都
圏

で
の
日
程
が
多
く
な
り
ま
す
の
で

関
東
支
部
の
諸
先
輩
に
は
何
卒
暖

か
い
ご
支
援
か
た
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
ご
承
知
の
と
お
り
11
月

17
日
に
は
創
立
80
周
年
記
念
式
典

が
実
施
さ
れ
、
来
る
べ
き
21
世
紀

へ
向
け
て
の
大
飛
躍
を
学
校
関
係

者
挙
っ
て
誓
い
合
う
新
た
な
契
機

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

先
日
も
岡
村
同
窓
会
長
と
宇
田
理

事
長
と
で
21
世
紀
に
お
け
る
本
校

の
未
来
像
と
、
記
念
事
業
で
あ
る

教
員
研
修
の
推
進
策
等
に
つ
い
て

ご
協
議
を
頂
き
ま
し
た
が
、
学
校

と
い
た
し
ま
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
に
関
し
具
体
的
実
施
計
画
の

策
定
と
実
現
か
た
に
取
組
む
所
存

で
す
の
で
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る

忌
憚
な
き
ご
意
見
ご
要
望
を
お
待

ち
申
し
て
い
ま
す
。

向
寒
の
砌
、
関
東
支
部
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
、
宮
地
支
部
長

さ
ん
は
じ
め
会
員
各
位
の
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
学
事
報
告
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

『
薫
先
生
』
出
版
に
あ
た
っ
て

坂
本

隆
（
47
回
生
）

関
東
支
部
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
ご
縁
い
た
だ
い
て
母
校
に
帰

任
・
奉
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、

は
や
10
年
目
を
迎
え
る
坂
本
で
す
。

昭
和
47
年
に
卒
業
後
、
出
身
地
に

戻
っ
て
大
学
生
活
を
送
り
、
平
成

3
年
春
ま
で
神
奈
川
の
県
立
高
校

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
間
18
年
、
皆
様
の
支
部
に
所

属
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
長
男
が
か

つ
て
の
私
同
様
、
ほ
と
ん
ど
不
熱

心
な
幽
霊
会
員
（
?
）
と
し
て
、

た
ま
に
支
部
総
会
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

い
つ
が
同
窓
会
関
東
支
部
の
有
り

難
さ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
ま
だ
暫
く
か
か
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
不
肖
私
の
息
子
で
す
か

ら
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
勘

弁
下
さ
い
。

さ
て
本
題
に
入
り
ま
す
。
こ
の

た
び
、
同
窓
会
関
東
支
部
長
・
宮

地
貫
一
先
輩
を
は
じ
め
、
関
東
支

部
の
多
く
の
同
窓
諸
先
輩
の
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
拙
著

『
薫
先
生-

向
陽
の
窓
辺
に
遺
さ

れ
た
も
の-

』
を
出
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
た
だ
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
少
な

く
と
も
一
二
〇
〇
部
は
売
れ
な
い

と
同
窓
会
本
部
は
こ
の
事
業
で
赤

字
に
な
る
そ
う
で
、
私
の
拙
文
が

そ
ん
な
に
売
れ
る
は
ず
は
毛
頭
な

く
、
出
版
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

最
初
か
ら
困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た

も
の
だ
と
途
方
に
暮
れ
て
お
り
ま

す
の
が
、
現
在
の
正
直
な
と
こ
ろ

で
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
今
回
の

『
薫
先
生
』
を
ま
と
め
る
過
程
で
、

再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
母
校
・
土
佐
の

同
窓
生
の
「
人
材
」
が
い
か
に
豊

富
で
あ
る
か
、
と
い
う
改
め
て
の

事
実
で
し
た
。
そ
し
て
、
同
時
に

本
校
が
持
つ
宝
＝
ど
の
県
内
他
校

も
及
ば
ぬ
優
れ
た
「
人
材
」
が
、

残
念
に
も
活
か
さ
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

具
体
例
は
説
明
を
省
き
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
私
の
述
べ
る
「
人
材
」

が
、
も
ち
ろ
ん
現
在
ご
活
躍
中
の

皆
様
の
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
今

は
一
線
を
退
か
れ
た
方
た
ち
も
含

ま
れ
、
さ
ら
に
数
々
の
業
績
を
遺

さ
れ
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
同
窓

大
先
輩
の
方
々
の
こ
と
で
も
あ
る
、

と
い
う
点
に
の
み
と
ど
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
『
薫
先
生
』
の
生
涯

を
訪
ね
た
私
の
こ
の
6
年
間
は
、

私
な
り
に
土
佐
中
学
校
・
高
等
学

校
の
80
年
を
概
観
す
る
作
業
で
も

あ
り
ま
し
た
。
押
し
も
押
さ
れ
も

し
な
い
戦
前
の
少
数
英
才
教
育
の

25
年
間
か
ら
始
ま
り
、
戦
後
、
苦

難
の
底
か
ら
再
建
を
果
た
し
、
い

ち
早
く
中
高
一
貫
・
男
女
共
学
・

多
数
英
才
・
文
武
両
道
を
取
り
入

れ
て
教
育
界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
た
昭
和
40
年
代
前
半
ま
で
、
そ

の
ほ
ぼ
半
世
紀
の
間
に
本
校
が
果

た
し
た
役
割
が
絶
大
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
か

ら
現
在
ま
で
の
約
30
年
間
が
、
そ

れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
貴
重
な
財

産
を
食
い
潰
し
て
き
た
と
い
う
ご

批
判
に
対
し
て
、
残
念
な
が
ら
そ

れ
を
全
否
定
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ

た
こ
と
も
ま
た
、
認
め
ざ
る
を
え

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
『
薫
先
生
』
の
あ
と

が
き
で
触
れ
た
と
お
り
、
過
去
を

昔
物
語
で
懐
か
し
む
だ
け
で
現
在

を
嘆
く
よ
り
も
、
建
学
黎
明
の
礎

と
な
っ
た
同
窓
諸
先
輩
の
確
か
な

足
跡
を
検
証
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
土
佐
の
生
き
る
べ
き
姿

を
共
に
考
え
た
い
、
と
い
う
の
が

今
回
『
薫
先
生
』
に
取
り
組
ん
だ

主
題
で
す
。
土
佐
校
教
育
の
真
価

が
問
わ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
20
年
に

向
け
て
、
将
来
同
窓
の
同
志
と
な

る
べ
き
現
役
の
子
供
た
ち
と
、
さ

ら
に
本
校
の
宝
で
あ
る
同
窓
諸
先

輩
の
皆
様
と
共
に
、
私
た
ち
の
愛

す
る
母
校
・
土
佐
の
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
を
語
り
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、

『
薫
先
生
』
の
は
た
す
べ
き
役
割

の
一
端
は
全
う
さ
れ
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

今
後
も
、
関
東
支
部
の
皆
様
に

は
、
愚
息
と
も
ど
も
宜
し
く
ご
指

導
の
程
を
お
願
い
し
て
、
「
発
刊

に
あ
た
っ
て
」
の
結
び
と
い
た
し

ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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